
連絡先　自動車局審査・リコール課
 リコール監理室
 ＴＥＬ 03-5253-8111  内線42354

ｱﾄﾞﾚｽ  ：  http://www.mlit.go.jp

届出日 ：

　ダイハツ工業株式会社 問い合わせ先：お客様相談室

　取締役社長  　伊奈　功一 TEL 0800-500-0182

自 動 車 使 用 者 及 び 自 動 車
分 解 整 備 事 業 者 に 周 知
さ せ る た め の 措 置

　対象となる使用者に冷却水（不凍液）のメンテナンスの必要性を周知し、全車両、エア
バッグコンピュータ上部に被水防止カバーを追加するとともに、当該コンピュータを点検し、
冷却水が浸入している場合は新品と交換する。

なし事故の有無

　・使用者：ダイレクトメール等で通知する。
　・自動車分解整備事業者：日整連発行の機関誌に掲載する。
　・改善実施済車には、運転者席側ドア開口部のドアストライカー付近にNo.2945の

ステッカーを貼付する

発 見 の 動 機

　電気装置 （エアバッグコンピュータ）

基 準 不 適 合 状 態 に あ る と
認める構造、装置又は性能の
状 況 及 び そ の 原 因

リコール届出一覧表

平成24年5月30日

平成24年5月31日2945 リコール開始日リ コ ー ル 届 出 番 号

届 出 者 の 氏 名 又 は 名 称

不 具 合 の 部 位 （ 部 品 名 ）

　海外市場からの情報による。

改 善 措 置 の 内 容

　エアバッグコンピュータにおいて、上方に配置したヒーター内を循環する冷却水（不凍
液）のメンテナンスが不適切な場合、 内部のヒーターコアが腐食し、漏れた冷却水が当該
コンピュータに滴下することがある。そのため、そのまま使用を続けるとコンピュータ内部に
冷却水が入り、エアバッグ回路の短絡により警告灯が点灯し、最悪の場合、走行中にエア
バッグが誤って展開するおそれがある。

0件不 具 合 件 数

【注意事項】
リコール対象車の車台番号の範囲には、対象とならない車両も含まれている場合があります。

措 置

ダイハツ E-G301G パイザー

E-G311G

 

リコール対象車の
車台番号の範囲及び製作期間

　　ステッカーを貼付する。

通　称　名 備　　考車　　名 型　　式
リコール対象車の

台数

平成8年8月6日～平成11年9月1日

7,736
G301G-000036～G301G-007781

平成9年9月19日～平成11年9月1日

G311G-000036～G311G-003733
3,680

24,039

平成9年8月29日～平成11年9月7日

G311G-003734～G311G-004371

平成11年9月2日～平成12年6月1日

E-G313G G313G-000038～G313G-005913

E-G303G G303G-000038～G303G-024091

台）(計 44,098(計７型式) (計１車種)

GF-G311G

(製作期間の全体の範囲)

平成8年8月6日～平成12年6月7日

 

5,873
平成8年8月6日～平成9年8月28日

GF-G303G G303G-024092～G303G-024992

1,231
平成11年9月2日～平成12年6月7日

638

GF-G301G G301G-007782～G301G-009012

901
平成11年9月1日～平成12年5月31日


